
校訓：質実 敬愛 勤勉 

 

めざす学校像：生徒一人ひとりが誇れる学校づくり 

                                         

 

 

 

                         

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＳＵ(Manegement & Science University)学長団５名訪問 

裏面に続く 

 卒業という言葉は、英語にすれば“graduation（グラデュエーション） か commencement（コ

メンスメント）とになります。日本の卒業のように、終わりや区切りを強く感じさせるイメー

ジではなく、グラデュエーションは「グレード、ランクが上がる」、コメンスメントは「始ま

り」を意味します。生徒・学生たちにとっては、高等学校・専攻科を終えるとともに、ワンラ

ンク上がる、さらには何か新しい状況が始まることを含んでいて、本校での学びを糧に、さら

に進化、成長していってほしいと思います。 

 中村女子高等学校も次年度男子生徒を受け入れ、女子校としての看板を下ろし、山口中村学

園高等学校としてさらなる飛躍、発展をめざし新たな道を進み始めます。 

吹奏楽部第１３回定期演奏会 

２月２７日発行      URL:https://www.y-nakamura.jp/    TEL 083-922-0418  文責 鶴永幸彦 

 

 ２月１６日（日）吹奏楽部第１３回定期演奏会が

体育館で開催されました。 

 曲目は校歌に始まり、全１１曲でした。途中にフ

リーアナウンサー中村稚恵利さんとのコラボで「ハ

ウルの動く城」も披露され、会場を盛り上げました。

３年生にとっては最後の、１・２年生にとっては３

年生と共演する最後の機会であり、一つ一つの音に

思いがこもり、会場を震わせるとともに、聴く人の

心の奥深くに届く素晴らしい演奏でした。生徒たち

も大きな充実感、満足感、達成感を味わったことで

しょう。 

 ２月１４日（金）マレーシアで２番目の規模であ

るマネジメント アンド サイエンス大学の学長様

を始めトップの４名並びに理事１名が本校を表敬

訪問されました。二つの学校の関係は一年前から

で、本校からの短期留学を受け入れていただいたこ

とにより、つながりが一層強まりました。 

 当日は、手作りの昼食や、学科の授業参観、並び

に歓迎式典を実施しました。おもてなしの精神で、

きめ細やかな対応に、“パーフェクト グッド”と言

う最高の感想をいただきました。 

 今後の両校の関係進化につながりました。 

３月１日は女子校としての最後の卒業式・修了式 



学校スローガン：一歩先の未来へ向けて 虹光(さいこう)に輝く自分をつくる 

チャレンジ目標：時を守り 場を清め 礼を正す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  下の本の作者は、大河ドラマ「西郷どん(放送年度2017～2018年度) 幕末活躍した西郷隆盛の

生涯を描いた作品」の原作者です。何かと世間で注目されることが多く、読んでみました。 

  「他人と過去は変えられない、自分と未来は変えられる」とは名言ですが、どんな風に自分を変えてい

くのか、大人として成長していけばよいのか、具体的に教えてくれる所はなく、自分で学んでいかなけれ

ばなりません。大変興味深く、参考になります。 

 

 

 

 

 

日 曜 内    容 

1 土 卒業証書･修了証書授与式 

2 日 英検２次 

3 月 振替休日 

4 火 期末考査④ 

 5 水 期末考査⑤/終了後通常授業 

13 木 創作ダンス発表会/進路ガイダンス 

午後家庭学習 

日 曜 内    容 

14 金 家庭学習 

17 月 家庭学習 

18 火 家庭学習 

19 水 終業式・大掃除 

27 木 仮入学 

31 月 退職辞令交付式 

いい本は人生を豊かにしてくれる 

“梅は寒苦を経て清香を発す” 

 

３月 主な行事 

  令和６年度も残すところ一月となりました。光陰矢のごとしと言われますが、ほんとに月日
の過ぎゆくことが早く感じられます。すぐ新年度です。進級する前の長期休業は重要です。気
構え、身構えを十分整えておく必要があります。ご家庭でも様子を見守り、声掛けが大事です。 
 

『成熟スイッチ』著  林真理子 著 講談社現代新書 

日本大学の理事長になられ驚きましたが、林氏がどのように精神的に成長、成

熟されていったのか読んでいくと理解できます。自分の過去を振り返り、未熟

さ、恥ずかししいことなどあっけらかんと書かれていて、どこがどのように問題

なのかも理解でき、どう変化することが重要なのかもよく理解できます。様々な

事にチャレンジ、柔軟にもの事に対処することなど勉強になります。 

 

上の言葉は禅語の一つです。意味は、「梅の花は冬の厳しい寒さに耐えて、清らかでかぐわし 

い香りを発する。」という意味になります。 

 そのことから、梅を人に見立てて、苦労や努力が人を一段と人間的に成長させるや、身に受

けた辛いことや悲しい出来事に対して、他者に対してひどく当たるのではなく、優しさや思い

やりに変えて届けようという解釈にもつながっていきます。他にも類似の禅語があるようで

す。 

 また、「霜に打たれた柿の味、辛苦に耐えた人の味」や「艱難汝(なんじ)を玉にする」という

言葉も、苦労、艱難、努力は人を成長させる意味として使われます。 

それには、人として苦労や困難をどのように受け止めるかによります。何で自分がこんな目

に遭わなければと捉えれば成長はありませんし、我が増すばかりで、近寄りがたい雰囲気が醸

し出されることでしょう。 

人としての情味、風格は、こうした苦労や困難、試練には自分の未熟さや至らなさなど何か

に気づかせようとしていると視点を高く、大きな心の眼で捉えてこそでしょうか。言うは易く

行うは難しです。 

瑠璃光寺の梅ももう少ししたら見頃でしょうか。姿、香りを愛でたいものです。 

https://www.nhk.or.jp/archives/bangumi/search/?year=2017

